
〇コンパクト・プラス・ネットワーク等の都市再生の取組をさらに進化させ、官民のパブリック空間をウォーカブルな人中心の空間へ転換し、民間投資と共鳴しながら「居心地が良く歩きたくなるまちなか」を形成
する必要、との考え方から「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会」が設置され、令和元年6月に中間とりまとめを公表している。（図１－14）

〇居心地が良く歩きたくなるまちなかの事例として、街路の広場化、街路や公園等の公共空間のミクストユース促進等が採り上げられている。（図１－15）
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1.3 近年の国の取組み

都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会中間とりまとめ（令和元年６月）

図１ʷ14 「居心地が良く歩きたくなるまちなか」形成のイメージ

出典：「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会」提言（概要）

図１ʷ15 居心地が良く歩きたくなるまちなかの事例

街路の広場化に向けた取組（熊本市）

自動車空間の廃止による広場化によってオープ
ンスペースを生み出し、賑わいとくつろぎの空間
として整備予定

街路の歩行者空間化に向けた取組（大阪市）

第一段階として側道部分を歩行者空間化、長期
的には全面的な歩行者空間化を目指す

“ミクストユース空間”の拡大方策

街路、公園、水辺等の公共空間について、ミク
ストユースを促進

都市再生推進法人等による取組

民間事業者が、土地所有者等との役割分担
の下で、公共空間や民有地の占用・維持管理
等を行う

出典：「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会」提言
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図１ʷ16 グリーンインフラ推進の取組

〇グリーンインフラの活用を推進すべき場面として、気候変動への対応、投資や人材を呼び込む都市空間の形成、自然環境と調和したオフィス空間等の形成等、多岐に渡る場面を挙げている。そのうえで、国
としてグリーンインフラを推進するための方策として、プラットフォーム創設等の環境整備、支援策の充実、評価手法の開発等を挙げている。（図１－16）

〇グリーンインフラの事例として、立地適正化計画に定める居住誘導区域外の区域について、中長期的に低未利用地をグリーンインフラとして位置づけ、緑地や農地等として活用する考え方が示されている。
（図１－17）
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国土強靭化に資するグリーンインフラの推進（令和２年９月）
1.3 近年の国の取組み

出典：国土強靭化に資するグリーンインフラの推進

出典：グリーンインフラの事例（国土交通省）

図１ʷ17 低未利用地のグリーンインフラとしての活用

グリーンインフラの取組イメージ


